
　

３月1１日(木)～４月１０日(土)は，春の「郷土

に学び・育む青少年運動」，また，関連して，２

月～５月は「春のあんしんネット・新学期一斉行

動」実施期間です。春は，卒業・進学・就職など，

青少年にとって人生の節目となる貴重な経験をす

る大切な時期です。

青少年の生活環境が変わるこの時期に，家庭，

学校，職場，地域及び関係機関・団体が連携・協

働して，青少年の健全育成と非行防止対策，社会

環境の浄化活動等を全県的に展開いたしますので

御協力をお願いいたします。

青少年が健やかに育つには，親や大人の役割と

責任が大きいことを深く認識し，子どもたちの手

本となることが大切です。特に，家庭や地域での

あいさつ・声かけの励行など，保護者や地域の大

人が子どもの良き手本となる行動・活動を実践し，

モラルやルール等の遵守など社会規範の意識向上

に努めましょう。

春の「郷土に学び・育む青少年運動」

どうして奄美には一字姓が多いの？
「奄美学～その地平と彼方～」から抜粋

薩摩藩は当初、“島人”は“百姓”だから苗字は不
要だとしていたが、励みになり奄美内部で権威づけら
れ、ひいては藩に貢献することになると考えた。また、
中国は一字姓であり、中国と冊封体制下にある琉球も
朝貢に行く場合、公文書の姓は唐名と言って一字姓に
していた。さらに、薩摩藩としては奄美を支配しなが
らも琉球王国の支配の地であるかのように思わせるた
めに一字姓を認めることにした。
そこで薩摩藩は、二字姓だと藩内と紛らわしくなる

ので、「芝」、「文」、「林」、｢朴｣、「純」、
「種」、「南」、「澤」、「栢」、「泊」の10の姓
を示した。この中から、1783年(天明3年)12月3日、
現瀬戸内町の与人・実雄が芝姓を認められたことが奄
美における一字姓の始まりである。「田畑」も変更を
命じられ「龍」を選択した。元々奄美で苗字が付与さ
れた人々はごく一部(全人口の１．８％)の人たちだけ
だった。1875年(明治8年)、政府は太政官布告で
「苗字必称義務令」を出した。奄美の人々は一字姓を

つける人が多かったが、排他的差別に遇い、①先祖の
一字姓から二字姓の日本式苗字とならざるを得なかっ
た人、②祖先の一字姓を貫いた人、③両方の苗字に融
合形式をとる人、に分かれた。弓削政己氏は「藩から
の苗字付与の申渡文について、今のところ原資料は不
明であるが、その写真版が『太家文書』に残されてい
る。これは現在、大和村中央公民館に所蔵されている。
故長田須磨氏所蔵の遺族関係者が送付したものであ
る。」として紹介して提示しています。
人の交流範囲が狭かった昔は、苗字を聞けば大体何

処のシマ(集落)かが分かりましたが、今では広く活発
になったので、「あなたの先祖は○○じゃない？」と
なりました。
最後に、「文(かざり)」や「井(わかし)」、「赫

(てらし)」、「豊(しげる)」、「昌(さかり)」、「程
(のり)」、「祷(いのり)」、「慶(けい)」、「蘇(い
ける)」、「佐(たすく)」など読みづらいですけど、
趣を感じる一字姓がたくさんありますね。また、私た
ち奄美の人々が苗字を持てるようになって、まだ140
数年しか経ちません。みなさんもご自分の苗字につい
て調べてみては如何でしょうか。

令和２年度は，小中学校６８７校から１９，７２６点
（絵画・ポスターの部２，２４２点）の応募があり、大
棚小学校の川下 粋（いなせ）君が、優秀賞を受賞いた
しました。おめでとうございます。

本（ふん）の読（ゆ）むヰ果てやねん？
令和２年度「家庭の日」絵画・ポスター・標語作品展

大棚小 川下君 優秀賞！受賞！

季節の花便り（ツツ

◆古くから自生し、島民
に愛されてきた植物です。
大和村の村花にもなって
います。みねやま公園の
ツツジも今が見頃です。
足をのばしてみませんか。

毎月１９日は『育児の日』，第３土曜日は『青少年育成の日』，第３日曜日は『家庭の日』


